
【
注
意
事
項
】

１
　
審
査
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
，
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
　
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
は
２
枚
あ
り
ま
す
。
切
り
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３
　
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
は
，
２
枚
そ
れ
ぞ
れ
に
下
記
に
従
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
記
入
は
，
H
B
の
鉛
筆
を
使
用
し
，
該
当
す
る

の
枠
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
丁
寧

に
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
	

マ
ー
ク
例
	
（
良
い
例
）

	
	

（
悪
い
例
） 　
　
　
　
　

○
　
訂
正
す
る
場
合
は
，
消
し
ゴ
ム
で
完
全
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
氏
名
，
受
審
す
る
教
科
・
科
目
，
受
審
種
別
，
受
審
番
号
を
，
該
当
す
る
欄
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ま
た
，
併
せ
て
，
右
の
例
に
従
っ
て
，
受
審
番
号
を
			

　
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
		　
記
入
例

																																																				　
　
　
　
　
　
　
		（
受
審
番
号
１
２
３
４
５
の
場
合
）

４
　
解
答
は
，
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
解
答
欄
の
記
号
を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
，	

解
答
記
号

ア
と
表
示
の
あ
る
問
い
に
対
し
て
b
と
解
答
す
る
場
合
は
，
下
の
（
例
）
の

よ
う
に
ア
の
解
答
欄
の

を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）

　
　
な
お
，
一
つ
の
解
答
記
号
に
対
し
て
は
，
解
答
欄
の
記
号
を
二
つ
以
上
マ
ー
ク
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

５
　
筆
記
審
査
（
専
門
教
養
）
が
終
了
し
た
後
，
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
み
回
収
し
ま
す
。

受
審
者
は
，
審
査
室
内
の
す
べ
て
の
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
が
回
収
さ
れ
た
後
，
監
督
者

か
ら
指
示
が
あ
れ
ば
，
こ
の
問
題
冊
子
を
，
各
自
，
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
31年

度
高
知
県
公
立
学
校
教
員
採
用
候
補
者
選
考
審
査

筆
記
審
査
（
専
門
教
養
）

高
等
学
校
　
書
道

受
審
番
号

氏
　
　
名





一
八
の
一

第
１
問

１　

次
の
(1)
〜
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
図
版
が
示
す
執
筆
法
の
名
称
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア

図
版

ａ　

双
鉤
法　
　

ｂ　

廻
腕
法　
　
ｃ　

握
管
法　
　
　

ｄ　

単
鉤
法　
　
ｅ　

俯
仰
法

(2)　
「
穂
先
」
を
表
す
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
図
版
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

イ

図
版

ｃ

ｄ

ｅ

ｂ

ａ

(3)　

次
の
①
〜
④
の
説
明
文
が
示
す
用
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

①　

日
本
風
の
書
に
対
し
て
、
中
国
風
の
書
の
こ
と
を
い
い
、
一
般
的
に
は
、
江
戸
時
代
に
流
行
し

た
宋
・
元
・
明
時
代
の
書
風
の
こ
と
。

ウ

ａ　

唐
様　
　

ｂ　

御
家
流　
　
ｃ　

碑
学
派　
　

ｄ　

菱
湖
流　
　
ｅ　

定
家
様

②　

皇
帝
や
祖
先
の
名
と
同
一
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
行
わ
れ
る
方
法
。	

エ

ａ　

実
画　
　

ｂ　

借
字　
　
　
ｃ　

闕
画　
　
　

ｄ　

籠
字　
　
　
ｅ　

虚
画

③　

書
の
学
習
や
鑑
賞
の
た
め
の
拓
本
を
帖
冊
に
仕
立
て
た
法
帖
の
う
ち
、
特
定
の
個
人
の
作
品
を

集
め
た
も
の
。

オ

ａ　

集
帖　
　

ｂ　

単
帖　
　
　
ｃ　

叢
帖　
　
　

ｄ　

専
帖　
　
　
ｅ　

短
冊



一
八
の
二

④　

筆
画
の
途
中
で
意
図
的
に
筆
を
紙
か
ら
離
す
こ
と
。

カ

ａ　

断
筆　
　

ｂ　

拙
筆　
　
　
ｃ　

接
筆　
　
　

ｄ　

節
筆　
　
　
ｅ　

真
筆

２　

次
の
(1)
〜
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
文
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」

の
「
目
標
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

書
道
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る

①

を
育
て
る
と
と
も

に
、

②

を
高
め
、
書
写
能
力
の
向
上
を
図
り
、
表
現
と
鑑
賞
の
基
礎
的
な
能
力
を
伸
ば

し
、

③

の
理
解
を
深
め
る
。

Ⅰ　

①

、

②

に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次

の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

ａ　

①　

意
欲　
　

②　

感
性

ｂ　

①　

態
度　
　

②　

個
性

ｃ　

①　

信
条　
　

②　

感
受
性

ｄ　

①　

心
情　
　

②　

感
性

ｅ　

①　

意
識　
　

②　

個
性

Ⅱ　

③

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

ク

ａ　

書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て

ｂ　

書
の
伝
統
と
発
展
に
つ
い
て

ｃ　

書
の
表
現
と
鑑
賞
に
つ
い
て

ｄ　

書
の
発
展
と
文
化
に
つ
い
て

ｅ　

書
の
文
化
と
伝
承
に
つ
い
て



一
八
の
三

(2)　

次
の
文
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」

の
「
内
容
」
の
う
ち
「
Ａ　

表
現　

(3)　

仮
名
の
書
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

④

、

⑤

に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ケ

ア　

用
具
・
用
材
の
特
徴
を
理
解
し
、
適
切
に
扱
う
こ
と
。

イ　

古
典
に
基
づ
く
基
本
的
な
線
質
の
表
し
方
を
理
解
し
、
そ
の
用
筆
・
運
筆
の
技
法
を
習
得
す
る

こ
と
。

ウ　

単
体
、

④

の
技
法
を
習
得
し
、
全
体
の
構
成
を
工
夫
す
る
こ
と
。

エ　

⑤

表
現
を
構
想
し
、
工
夫
す
る
こ
と
。

ａ　

④　

筆
脈　
　

⑤　

構
想
に
基
づ
く

ｂ　

④　

連
綿　
　

⑤　

意
図
に
基
づ
く

ｃ　

④　

連
続　
　

⑤　

意
図
に
基
づ
く

ｄ　

④　

連
綿　
　

⑤　

着
想
に
基
づ
く

ｅ　

④　

連
続　
　

⑤　

発
想
に
基
づ
く

(3)　

次
の
文
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」

の
「
内
容
」
の
う
ち
「
Ｂ　

鑑
賞
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑥

に
当
て
は
ま
る
語
を
、

あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

コ

鑑
賞
に
関
し
て
、
次
の
事
項
を
指
導
す
る
。

ア　

日
常
生
活
に
お
け
る
書
へ
の
関
心
を
高
め
、
そ
の

⑥

を
理
解
す
る
こ
と
。

イ　

見
る
こ
と
を
楽
し
み
、
書
の
美
し
さ
と
表
現
効
果
を
味
わ
い
、
感
じ
取
る
こ
と
。

ウ　

日
本
及
び
中
国
等
の
文
字
と
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

エ　

漢
字
の
書
体
の
変
遷
、
仮
名
の
成
立
等
を
理
解
す
る
こ
と
。

ａ　

作
用

ｂ　

効
力

ｃ　

効
果

ｄ　

効
用

ｅ　

効
能



一
八
の
四第

２
問

１　

次
の
(1)
〜
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
図
版
の
古
典
名
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

図
版

ａ　

乙
瑛
碑　
　
　

ｂ　

孔
宙
碑　
　
　
ｃ　

曹
全
碑　
　
　

ｄ　

張
遷
碑　
　
　
ｅ　

史
晨
碑

(2)　

次
の
図
版
の
古
典
の
作
者
名
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

イ

図
版

ａ　

褚
遂
良　
　
　

ｂ　

虞
世
南　
　
　
ｃ　

欧
陽
詢　
　
　

ｄ　

楊
凝
式　
　
　
ｅ　

賀
知
章

(3)　

次
の
図
版
の
古
典
の
作
者
名
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

図
版

ａ　

藤
原
定
家　
　

ｂ　

藤
原
行
成　
　
ｃ　

小
野
道
風　
　

ｄ　

嵯
峨
天
皇　
　
ｅ　

藤
原
佐
理



一
八
の
五

２　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
図
版
は
、
書
体
の
変
遷
の
基
本
的
な
流
れ
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
①
〜
⑤
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
書
体
名
が
入
る
。
該
当
す
る
書
体
名
の
組
み
合
わ
せ
が
正
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

エ
⑤

③

④
①

②

図
版

ａ　

①　

篆
書　
　

②　

隷
書　
　

③　

草
書　
　

④　

楷
書　
　

⑤　

行
書

ｂ　

①　

草
書　
　

②　

篆
書　
　

③　

隷
書　
　

④　

楷
書　
　

⑤　

行
書

ｃ　

①　

篆
書　
　

②　

楷
書　
　

③　

隷
書　
　

④　

草
書　
　

⑤　

行
書

ｄ　

①　

草
書　
　

②　

行
書　
　

③　

隷
書　
　

④　

楷
書　
　

⑤　

篆
書

ｅ　

①　

篆
書　
　

②　

隷
書　
　

③　

草
書　
　

④　

行
書　
　

⑤　

楷
書

(2)　

書
道
史
に
お
け
る
活
躍
年
代
の
古
い
順
に
人
物
を
並
べ
た
も
の
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ

〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

ａ　

鍾
繇
→
王
鐸
→
懐
素
→
鄭
道
昭

ｂ　

王
鐸
→
鍾
繇
→
鄭
道
昭
→
懐
素

ｃ　

鍾
繇
→
鄭
道
昭
→
懐
素
→
王
鐸

ｄ　

王
鐸
→
鍾
繇
→
懐
素
→
鄭
道
昭

ｅ　

鍾
繇
→
懐
素
→
鄭
道
昭
→
王
鐸



一
八
の
六

３　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
図
版
の
古
典
名
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

図
版

ａ　

喪
乱
帖

ｂ　

集
王
聖
教
序

ｃ　

中
秋
帖

ｄ　

雁
塔
聖
教
序

ｅ　

楽
毅
論

(2)　

次
の
文
の

①

・

②

に
当
て
は
ま
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の

を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

　
「
書
聖
」
と
い
わ
れ
た
人
物
の
書
を
至
上
の
芸
術
で
あ
る
と
絶
賛
し
た
唐
の
太
宗
は
、
勅
命
を
出

し
、
そ
の
書
を
集
め
ま
す
。
そ
の
結
果
数
多
く
の
書
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
最
も
評
判

が
高
い

①

の
行
方
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
流
觴
曲
水
の
宴
を
催
し
た
折

に
、
参
加
者
が
作
っ
た
詩
を
一
巻
に
ま
と
め
た
際
の
序
文
で
す
。
八
方
手
を
尽
く
し
て
所
蔵
先
を
突

き
止
め
、
奇
策
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
模
本
を
作
ら
せ
、

①

は
自
分
の
墓
に

埋
葬
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
書
聖
」
の
書
の
臨
書
に
よ
る
複
製
品
の

②

も
、
清
の
乾
隆
帝
が
王
珣
や
王
献
之

の
書
と
と
も
に
愛
蔵
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ａ　

①　

十
七
帖　
　

②　

晋
祠
銘

ｂ　

①　

平
安
帖　
　

②　

地
黄
湯
帖

ｃ　

①　

蘭
亭
序　
　

②　

快
雪
時
晴
帖

ｄ　

①　

奉
橘
帖　
　

②　

平
復
帖

ｅ　

①　

蘭
亭
序　
　

②　

地
黄
湯
帖



一
八
の
七

４　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
文
は
、
隷
書
の
特
徴
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
の

①

〜

③

に
当
て

は
ま
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

ク

　

隷
書
は
、
中
国
の
秦
の
時
代
に
、
篆
書
の
複
雑
な
点
画
を
簡
略
化
し
、
直
線
を
主
体
と
し
た
実
用

書
体
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
次
の
漢
の
時
代
に
は
普
及
、
発
展
し
て
標
準
書
体
と
な
り
、
波
勢
や

波
磔
が
見
ら
れ
る

①

と
よ
ば
れ
る
典
型
的
な
隷
書
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
隷
書
の
点
画
や
用

筆
の
特
徴
と
し
て
、
横
画
は
水
平
、
字
形
は

②

、
起
筆
は
逆
筆
、
蔵
鋒
、
運
筆
は

③

、
と
い
っ
た
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ａ　

①　

古
隷　
　

②　

扁
平　
　

③　

中
鋒

ｂ　

①　

八
分　
　

②　

扁
平　
　

③　

露
鋒

ｃ　

①　

古
隷　
　

②　

扁
平　
　

③　

露
鋒

ｄ　

①　

八
分　
　

②　

扁
平　
　

③　

中
鋒

ｅ　

①　

八
分　
　

②　

縦
長　
　

③　

中
鋒

(2)　

行
書
の
特
徴
と
し
て
適
切
で
は
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

ケ

ａ　

速
く
書
く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
読
み
や
す
い
。

ｂ　

芸
術
的
な
表
現
に
は
重
宝
な
も
の
で
あ
る
。

ｃ　

筆
順
は
、
必
ず
楷
書
と
同
じ
で
あ
る
。

ｄ　

楷
書
や
草
書
に
近
い
も
の
が
あ
り
幅
広
い
。

ｅ　

筆
路
が
明
確
で
、
流
れ
が
生
じ
る
。

５　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

日
本
を
代
表
す
る
平
安
時
代
の
行
書
の
名
手
は
三
筆
と
三
跡
（
蹟
）
で
す
。
三
筆
の
う
ち
、
僧
侶
で

あ
っ
た

Ａ

は
、
遣
唐
使
船
で
唐
に
渡
り
、
帰
国
後
開
山
し
ま
し
た
。

(1)　

Ａ

の
人
物
に
つ
い
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。	

コ

ａ　

近
江
の
国
に
生
ま
れ
た
。

ｂ　

唐
で
は
真
言
密
教
を
修
め
た
。

ｃ　

顔
真
卿
の
書
に
も
影
響
を
う
け
た
。

ｄ　

最
澄
に
宛
て
て
書
い
た
尺
牘
が
国
宝
と
な
っ
て
い
る
。

ｅ　

金
剛
峯
寺
を
開
い
た
。



一
八
の
八

(2)　

Ａ

の
人
物
の
作
品
で
は
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

サ

ａ　

忽
披
帖

ｂ　

三
十
帖
冊
子

ｃ　

灌
頂
歴
名

ｄ　

忽
恵
帖

ｅ　

空
海
請
来
目
録

６　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　
「
北
宋
の
三
大
家
」
に
関
す
る
説
明
で
は
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

シ

ａ　

真
草
の
名
手
で
、
楷
書
と
草
書
を
並
列
に
書
い
た
千
字
文
は
有
名
で
あ
る
。

ｂ　

行
書
と
草
書
に
優
れ
、
独
特
の
書
風
を
作
り
上
げ
、
後
世
に
も
影
響
を
与
え
た
。

ｃ　

二
王
の
書
を
よ
く
学
び
、
精
妙
を
極
め
た
こ
と
か
ら
二
王
の
再
来
と
称
せ
ら
れ
た
。

ｄ　

流
謫
さ
れ
た
地
で
詠
ん
だ
二
首
の
歌
を
書
い
た
作
品
は
、
有
名
で
あ
る
。

ｅ　

横
画
、
縦
画
、
右
払
い
を
長
く
書
い
た
、
松
林
に
あ
る
一
桜
閣
を
「
松
風
閣
」
と
名
づ
け
て

作
っ
た
詩
を
書
い
た
作
品
は
筆
意
が
行
き
届
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

(2)　
「
北
宋
の
三
大
家
」
の
作
品
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

ス

ａ　

蜀
素
帖

ｂ　

黄
州
寒
食
詩
巻
跋

ｃ　

黄
州
寒
食
詩
巻

ｄ　

孔
侍
中
帖

ｅ　

伏
波
神
祠
詩
巻



一
八
の
九

第
３
問

１　

次
の
図
版
Ａ
は
「
関
戸
本
古
今
和
歌
集
」・
図
版
Ｂ
は
「
寸
松
庵
色
紙
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
図

版
Ａ
・
Ｂ
か
ら
抜
き
出
し
た
文
字
の
字
源
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な

さ
い
。

図
版
Ａ　ア

　
ａ　

之　
　

ｂ　

早　
　
ｃ　

左　
　

ｄ　

佐　
　
ｅ　

差

イ

　
ａ　

幾　
　

ｂ　

希　
　
ｃ　

器　
　

ｄ　

来　
　
ｅ　

喜



一
八
の
一
〇

図
版
Ｂ　ウ

　
ａ　

赤　
　

ｂ　

示　
　
ｃ　

処　
　

ｄ　

素　
　
ｅ　

所

エ

　
ａ　

琶　
　

ｂ　

盤　
　
ｃ　

蛮　
　

ｄ　

者　
　
ｅ　

春



一
八
の
一
一

２　

次
の
仮
名
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
た
文
を
読
み
、
あ
と
の
(1)
〜
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
私
た
ち
日
本
人
の
祖
先
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝
わ
る
と
、
漢
字
の
音
を
借

り
て
言
葉
を
書
き
記
す
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
仮
名
の
起
こ
り
で
す
。

　

漢
字
一
字
に
一
音
を
当
て
て
表
記
す
る
こ
の
文
字
は
漢
字
が

①

と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
、

仮
の
字
と
い
う
意
味
か
ら
仮
名
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
仮
名
は
後
に
②
万
葉
仮
名
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。

　

平
安
時
代
に
入
る
と
、
次
第
に
③
草
仮
名
で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
簡
略
化
が
進
み
、
平
安

時
代
中
期
に
は
、
字
源
の
姿
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
略
さ
れ
た
優
美
な
姿
を
持
つ

④

と
名
づ

け
ら
れ
た
仮
名
が
生
ま
れ
、
日
本
独
特
の
芸
術
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(1)　

①

と

④

に
該
当
す
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜

ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

ａ　

①　

真
名　
　

④　

女
手

ｂ　

①　

葦
手　
　

④　

女
手

ｃ　

①　

真
名　
　

④　

男
手

ｄ　

①　

真
名　
　

④　

葦
手

ｅ　

①　

葦
手　
　

④　

真
名

(2)　

傍
線
部
②
の
説
明
と
し
て
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

ａ　

漢
字
の
楷
書
や
行
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ｂ　

奈
良
時
代
に
成
立
し
た
歴
史
書
に
そ
の
名
の
由
来
が
あ
る
。

ｃ　

正
倉
院
が
所
蔵
す
る
文
書
で
は
音
仮
名
・
訓
仮
名
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。

ｄ　

色
々
な
漢
字
が
用
い
ら
れ
た
の
で
一
千
字
近
く
の
数
が
あ
る
。

ｅ　

釈
迦
の
足
跡
を
礼
賛
す
る
歌
碑
に
も
見
ら
れ
る
。

(3)　

傍
線
部
③
の
書
の
代
表
的
な
作
品
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

ａ　

久
隔
帖

ｂ　

針
切

ｃ　

杜
家
立
成
雑
書
要
略

ｄ　

中
務
集

ｅ　

秋
萩
帖



一
八
の
一
二

３　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

古
今
和
歌
集
は
二
十
巻
か
ら
な
り
、
多
く
の
写
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
現
存
す
る
最
古
の
写
本

は
、
安
土
桃
山
時
代
以
降
に
分
割
さ
れ
、
巻
九
の
巻
頭
の
断
簡
が
伝
わ
っ
た
地
名
か
ら
「
高
野
切
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
二
十
巻
の
う
ち
、「
高
野
切
」
と
し
て
、
九
つ
の
巻
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
完

備
し
た
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
①
三
つ
の
巻
で
す
。

　
「
高
野
切
」
の
筆
者
は

Ａ

と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
三
人
の
能
書
家
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

(1)　

傍
線
部
①
の
う
ち
、
高
知
県
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

ａ　

巻
五　
　

ｂ　

巻
八　
　
ｃ　

巻
十
八　
　

ｄ　

巻
十
九　
　
ｅ　

巻
二
十

(2)　

文
中
の

Ａ

に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

ケ

ａ　

醍
醐
天
皇　
　

ｂ　

藤
原
定
家　
　
ｃ　

紀
友
則　
　

ｄ　

紀
貫
之　
　
ｅ　

壬
生
忠
岑



一
八
の
一
三

第
４
問

１　

次
の
図
版
Ａ
・
Ｂ
は
、
古
典
を
生
か
し
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
創
作
作
品
で
あ
る
。
作
品
の
意

図
を
表
し
た
文
を
読
み
、
参
考
と
し
た
古
典
作
品
名
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜

ｅ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

図
版
Ａ

　

ア

ａ　

顔
氏
家
廟
碑　
　

ｂ　

皇
甫
誕
碑　
　
ｃ　

温
泉
銘　
　

ｄ　

李
嶠
詩
雑
詠

ｅ　

洛
神
賦
十
三
行

図
版
Ｂ

　

イ

ａ　

爨
宝
子
碑　
　

ｂ　

論
経
書
詩　
　
ｃ　

大
盂
鼎　
　

ｄ　

枯
樹
賦　
　
ｅ　

居
延
漢
簡

向
勢
の
字
形
と
、
は
ね
、

払
い
の
筆
使
い
に
注
意
し
、

堂
々
と
迫
力
の
あ
る
線
質

を
意
識
し
ど
っ
し
り
と
し

た
表
現
を
試
み
た
。

作
品
の
意
図

緩
急
の
あ
る
運
筆
を
生
か

し
仮
名
を
小
さ
く
し
て
、

流
れ
が
単
調
に
な
ら
な
い

よ
う
、
波
磔
の
あ
る
漢
字

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す

る
よ
う
に
試
み
た
。

作
品
の
意
図



一
八
の
一
四

２　

次
の
文
は
、
書
作
品
と
著
作
権
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。

　

著
作
物
と
は
人
間
の
思
想
や
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
を
い
い
、
著
作
者
と
は
そ
れ
を
創
作

し
た
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
著
作
権
と
は
、
知
的
財
産
権
の
一
つ
で
著
作
者
（
作
者
）
以
外
の
人
が

そ
の
著
作
物
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
利
用
を
認
め
た
り
、
禁
止
し
た
り
で
き
る
権
利
で
す
。

わ
が
国
で
は
、

①

で
自
動
的
に
権
利
が
発
生
し
、
著
作
者
の
死
後

②

年
ま
で
原
則

的
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

創
造
的
に
表
現
さ
れ
た
書
の
作
品
や
詩
文
や
和
歌
や
俳
句
な
ど
の
作
品
に
は
原
則
と
し
て
著
作
権
が

あ
る
の
で
、
他
人
の
書
の
作
品
の
コ
ピ
ー
を
作
成
す
る
場
合
や
、
他
人
の
詩
文
や
和
歌
や
俳
句
な
ど
の

作
品
を
素
材
と
し
て
、
書
で
表
現
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
著
作
権
を
も
つ
者
の
了
解
が
必
要
で

す
。
著
作
権
に
は
そ
の
他
に
も
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
、
作
品
を
制
作
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

(1)　

①

に
当
て
は
ま
る
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

ａ　

著
作
物
を
売
買
し
た
時
点

ｂ　

著
作
物
を
公
表
し
た
時
点

ｃ　

著
作
物
を
登
録
し
た
時
点

ｄ　

著
作
物
を
創
作
し
た
時
点

ｅ　

著
作
権
を
主
張
し
た
時
点

(2)　

②

に
当
て
は
ま
る
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

エ

ａ　

三
〇　
　

ｂ　

四
〇　
　
ｃ　

五
〇　
　

ｄ　

六
〇　
　
ｅ　

七
〇

３　

次
の
文
は
平
成
二
十
一
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
科
目
「
書
道
Ⅰ
」
の

「
Ａ　

表
現　

(1)　

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」「
エ　

名
筆
を
生
か
し
た
表
現
を
理
解
し
、
工
夫
す
る
こ

と
。」
の
解
説
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

オ

・

カ

に
当
て
は
ま
る
語
句
と

し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

　

取
り
上
げ
る
名
筆
と
し
て
は
、
漢
字
の
書
や
仮
名
の
書
に
加
え
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
表
現
を

見
る
こ
と
の
で
き
る
古
典
と
し
て
、
例
え
ば
、『

オ

』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
の
平
安
時
代

の
書
写
本
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
墨
跡
や

カ

等
の
表
現
、
明
治
時
代
以
降
の
文
士
や
文
人
、
志

士
等
の
多
様
な
書
風
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
触
れ
る
こ
と
で
名
筆
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
理
解

し
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
多
様
な
表
現
に
い
か
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。

オ

　
ａ　

雑
集　
　

ｂ　

風
土
記　
　
ｃ　

賢
愚
経　
　

ｄ　

万
葉
集　
　
ｅ　

懐
風
藻

カ

　
ａ　

尺
牘　
　

ｂ　

簡
牘　
　
　
ｃ　

宸
翰　
　
　

ｄ　

宸
襟　
　
　
ｅ　

書
状



一
八
の
一
五

第
５
問

１　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
文
は
、
篆
刻
の
作
成
方
法
を
①
〜
⑫
の
順
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手
順
を
読
み
、
あ

と
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①　

用
具
等
を
準
備
す
る
。

②　

刻ほ

り
た
い
語
句
を
決
め
、
字
形
を
調
べ
る
。

③　

刻
り
方
を
決
め
、
朱
と
墨
で
、
印
稿
を
作
る
。

④　

印
面
を
平
ら
に
す
る
。

⑤　

Ａ

⑥　

印
稿
を
も
と
に
、
印
面
に
書
き
い
れ
る
。

⑦　
「
引
き
刀
」
ま
た
は
「
押
し
刀
」
で
刻
す
。

⑧　

B

⑨　

印
泥
を
つ
け
て
押
印
す
る
。

⑩　

刻
り
方
の
不
十
分
な
箇
所
が
あ
れ
ば
補
修
し
、
不
要
な
刻
り
残
し
が
あ
れ
ば
除
去
す
る
。

⑪　

印
箋
に
押
印
す
る
。
完
成
。

⑫　

後
片
づ
け
を
す
る
。

Ⅰ　

右
の
手
順
の
う
ち
、

Ａ

・

B

に
あ
て
は
ま
る
作
業
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て

正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

ａ　

Ａ　

印
面
の
角
を
と
る
。　　
　
　

Ｂ　

印
面
に
墨
を
塗
る
。

ｂ　

Ａ　

印
面
に
墨
を
塗
る
。　　
　
　

Ｂ　

印
面
の
角
を
と
る
。　
　

ｃ　

Ａ　

印
面
を
洗
う
。　　
　
　
　
　

Ｂ　

印
面
の
辺
縁
を
削
る
。　

ｄ　

Ａ　

印
面
に
墨
を
塗
る
。　　
　
　

Ｂ　

印
面
を
洗
う
。　

ｅ　

Ａ　

印
面
に
印
泥
を
つ
け
る
。　　

Ｂ　

印
面
の
辺
縁
を
削
る
。



一
八
の
一
六

Ⅱ　

篆
刻
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

イ

ａ　

仕
上
が
り
を
よ
く
す
る
た
め
、
印
稿
よ
り
線
を
細
め
に
印
面
に
布
字
を
す
る
。

ｂ　

刻
る
時
は
、
ま
ず
刃
先
を
石
に
あ
て
、
石
が
欠
け
な
い
よ
う
慎
重
に
刻
る
。

ｃ　

印
泥
が
よ
く
つ
く
よ
う
、
彫
り
終
わ
っ
た
ら
印
面
の
石
紛
を
落
と
す
た
め
に
軽
く
や
す
り
を

か
け
る
。

ｄ　

印
箋
に
は
、
天
地
が
あ
り
枠
の
上
部
が
広
く
空
い
て
い
る
方
が
天
（
上
）
で
あ
る
。

ｅ　
「
朱
文
」
は
、
線
の
右
側
を
「
引
き
刀
」
で
軽
く
刻
り
、
そ
の
同
じ
箇
所
を
「
押
し
刀
」
で

深
く
刻
る
。

(2)　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

印
章
は
、
信
用
を
表
す
標
章
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
秦
時
代
に
は
、

①

が
印
の
規
格
を
定
め
て
制
度
化
し
ま
す
。
更
に
、
漢
時
代
に
は
、
役
職
や
姓
名
な
ど
、
お
び
た
だ
し

い
印
が
作
ら
れ
、
印
の
典
型
と
な
り
ま
す
が
、

②

の
印
が
中
心
で
、
常
に
身
に
つ
け
て
身

分
証
明
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。
紙
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
代
は
、
泥
土
に
押
し
て
、

③

と
し
て
用
い
ま
し
た
。

④
清
時
代
に
入
る
と
、
個
性
豊
か
な
名
家
が
続
々
と
現
れ
、
日
本
に
も
、
中
国
の
影
響
を
受
け
た
名

手
が
登
場
し
ま
し
た
。

Ⅰ　

①

〜

③

に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

ａ　

①　

始
皇
帝　
　

②　

金
製　
　

③　

標
章

ｂ　

①　

乾
隆
帝　
　

②　

錫
製　
　

③　

封
印

ｃ　

①　

乾
隆
帝　
　

②　

陶
製　
　

③　

認
印

ｄ　

①　

始
皇
帝　
　

②　

銅
製　
　

③　

封
印

ｅ　

①　

徽
宗　
　
　

②　

銅
製　
　

③　

落
款

Ⅱ　

傍
線
部
④
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
物
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

エ

ａ　

徐
三
庚　
　

ｂ　

董
其
昌　
ｃ　

趙
之
謙　

ｄ　

呉
熙
載　
ｅ　

鄧
石
如



一
八
の
一
七

２　

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

独
力
で
法
帖
類
の
刊
行
を
行
う
な
ど
し
て
、
古
法
の
探
究
と
普
及
を
行
っ
た
「
現
代
書
の
父
」
と

呼
ば
れ
た
比
田
井
天
来
の
門
下
か
ら
は
、
漢
字
書
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
、
少

字
数
書
、
前
衛
書
を
志
す
作
家
が
輩
出
さ
れ
、
今
日
の
書
道
界
に
大
き
な
功
績
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
門
下
生
の
う
ち
、
高
知
県
出
身
の
書
家
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

オ

ａ　

上
田
桑
鳩

ｂ　

大
澤
雅
休

ｃ　

金
子
鷗
亭

ｄ　

桑
原
翠
邦

ｅ　

手
島
右
卿

(2)　
『
書
之
研
究
』
を
発
行
し
た
川
谷
尚
亭
に
学
び
、
全
国
初
の
公
立
書
道
美
術
館
の
創
設
に
尽
力
し

た
人
物
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

ａ　

南
不
乗

ｂ　

西
川
寧

ｃ　

林
錦
洞

ｄ　

榊
莫
山

ｅ　

沖
六
鵬



一
八
の
一
八

３　

次
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
文
章
は
、
古
典
の
大
意
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
古
典
作
品
名
を
そ
れ

ぞ
れ
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ⅰ　

金
を
溶
か
す
よ
う
な
炎
天
の
時
で
も
、
蒸
し
暑
い
感
じ
は
せ
ず
、
微
風
が
静
か
に
吹
き
、
す
が
す

が
し
い
涼
気
が
あ
る
の
に
至
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
体
を
休
め
る
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
心

を
養
う
の
に
優
れ
た
地
で
あ
る
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
漢
の
甘
泉
宮
で
さ
え
も
か
な
わ
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

キ

ａ　

書
譜

ｂ　

化
度
寺
碑

ｃ　

孟
法
師
碑

ｄ　

雁
塔
聖
教
序

ｅ　

九
成
宮
醴
泉
銘

Ⅱ　

こ
こ
に
乾
元
元
年
戊
戌
の
歳
、
九
月
三
日
、
第
十
三
番
目
の
叔
父
で
、
銀
青
光
禄
大
夫
・
使
持
節

蒲
州
諸
軍
事
・
蒲
州
刺
史
・
上
軽
車
都
尉
・
丹
楊
県
開
国
侯
で
あ
る
顔
真
卿
は
、
御
神
酒
や
い
ろ
い

ろ
な
供
物
を
供
え
て
、
亡
き
姪
の
霊
を
祭
る
。

ク

ａ　

争
坐
位
文
稿

ｂ　

祭
姪
文
稿

ｃ　

李
思
訓
碑

ｄ　

玄
秘
塔
碑

ｅ　

蘭
亭
序
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